
2014年9月25日 場所：トッピョンRUTC  月間メッセージ祈りカード 
1講:ミッションを成し遂げる鍵 2講:回復を成し遂げる鍵(使徒2:1-4) 3講:革新を成し遂げる鍵(使徒2:41-42) 

＊序論- 10種類ミッションに対する点検 

1)福音の流れ(使徒1:1)   2)みことばの成就(使徒1:3) 

3)祈りの課題(使徒1:8)   4)3今日と個人伝道(使徒1:14) 

5)絶対的な門(使徒2:9-11)  6)絶対システム(使徒16:7,使徒9:10,使徒10:1-6) 

7)絶対地教会(使徒16:15)  8)絶対弟子(ローマ16枚) 

9)唯一性  10)実が自動的にくるようになる。 

1.内的変化が起きなければならない。 

▲初代教会とパウロを最も難しくさせた最も大きい敵が二つ。 

1)変化-みことば-律法主義→ ユダヤ人、悔い改め、告白 

▲第一にユダヤ人思想を持ったクリスチャンだ。あなたが本当に変化を受けようとするなら、完全

にみことば前へ行かなければならないという律法主義だ。 

2)霊知主義-内的→ 放蕩、救い派、地方教会 

▲もう一つが霊知主義だ。これは異端だ。内的な話を継続しながら、生活は倒してしまう。 

3)三位一体 

(1)みことば-みことばに捕われなければならない。どんなみことばなのか。 

①福音 ②使徒1:1,3,8, ③使徒1:14,使徒2:14-21 

(2)キリストに捕われなければならない-ピリピ」3:7-8,ピリピ3:12,ちりあくた 

(3)聖霊にとらわれなければならない-使徒2:1-13,使徒6:1-7,使徒13:1-4,使徒16:6-10,使徒19:1-7ロ

ーマが見える。 

▲私たちはどこに捕われなければならないのか。三位一体の神様の恵みの中で捕われてこそ、

解決され始める。 

2.内的な力が生じるようになる。 

▲いつ。動機、律法、放心、計算、物質主義みな捨てるとき。 

1)ピリピ3:1-21,万物が服従するようになる。 

2)使徒18:1-4,ローマ16:23,最も重要なｋとを下ろすとき、この力が出てくる。 

3)ローマ16:25-27、本当に時刻表を超越するようになる。それが祈りだ。 

(1)定刻祈り-この祝福を分かることを定刻祈りという。 

(2)24時祈り-この祝福を常に味わうことを24時祈り. 

(3)25時祈り-本当にこの永遠な祝福を正しく味わうのを、それこそ25時祈りという。 

3.内的組織(力)ができる。 

1)出エジプトの3人衆を見なさい-モーセ,ヨシュア,カレブ 

2)ハガイ 2:1-9,バビロンから出るとき、この事実を総督に、祭司長に、民に話しなさい。その話が出

る。その後に、天と地と海と国々が揺れ動くようになる。 

3)初代教会を見なさい 

(1)使徒2:9-11,初代教会を見れば何人かが集まった。 

(2)使徒6:1-7,このことばがわかる何人かの重職者が出てきたのだ。 

(3)7地域-パウロが通った 7地域がある。何人かの内的組織が作られたから、神様は天の大き

な働きを成し遂げられた。 

(4)会堂-なぜパウロが会堂で入って行ったのか。こういう重要な答が出てくるようになる。 

＊結論-証人(使徒1:8) 

▲今からこの事実を知って、みなさんが先に実践してみなさい。 

1)深い祈り(静かな時間-黙想) 

2)確認(行く所ごとに,事業,仕事の中に答え確認)- 24時 

3)1000年,永遠- 25時 

▲この祈りだけしていたが、みなさんは100年も生活が苦しいが答えは1000年の答えがくる。こう

してこそ宣教が可能になるのだ。そして 1000 年だけくるものと思ったところ、永遠な答えがくる。

みなさんがする働きが何でもないように見えても、永遠に残る働きで･･･これを25という。 

▲このようになってこそ、みなさんがサミットになる。それでは、戦うこともなく、お金の心配をする

こともない。サミットであるから、みな付いてくるようになっている。 

＊序論-今すべての宗教団体で起きていること 

1)90%-私を空けることができないこと。 

(1)自分の中心. 

(2)肉中心になる。 

(3)人間主義が出てくる。 

2)10%,自分を空ける人 

(1)宗教人 (2)自分を空ければ必ず悪霊が入るうになっている。 

(3)力、災い-ここで力が現れて災いがずっとくる。 

▲自分を抜け出す7つ(ニューエイジ団体,フリーメイソン,各種宗教) 

①瞑想-瞑想が何か教える。次元が違う。 

②心-私の心を注いで、自分を育てる力. 

③限界-私を崩して限界を跳び越えることを教える。 

④苦難-苦難の中で私を守る力. 

⑤天の気-天の気を受け入れる力. 

⑥自分の内面-徹底的に自分と会う力. 

⑦自分を完成-最後に自分を完成する力. 

3)変えること(死-新しいもの) 

▲私を空けるのではない。私たちは私を変えるのだ-福音. 

(1)ヨハネ1:12,黙示3:20,ガラテヤ2:20 

(2)Iコリント3:16,神様が私を神殿としてともにおられる。 

(3)ヨハネ5:24,ローマ8:2,エペソ2:8 

1.私を回復 

1)使徒2:1-13,五旬節の日になって・・・最高の答えの現場だ。この中にいる私だ。 

2)ピリピ1:6,もう私たちはキリストの日までキリストが私を直接成し遂げていかれる。 

3)ピリピ 2:13,神様が私たちの中に願いをおいて、その願いを成し遂げて行かれる。これが救われ

た私だ。 

2.教会回復 

1)律法→ いのち運動(初代教会) 

2)偶像教会→ 聖なる公同の教会(開拓教会-私の教会、RTS-教会の未来に対する投資、宣教-永遠

な未来に向かった私の献身と投資だ) 

3)司祭中心→ 万人祭司(一般信徒中心) 

4)儀式(講壇)中心→ 現場中心 

5)安息日中心→ 平日中心 

6)教権中心→ みことば中心 

7)肉的中心→ 霊的中心(神様,キリスト,聖霊中心) 

▲これが10の回復の最も基本的なことで鍵だ。 

3.答えられる伝道回復 

1)動機ない伝道者 

2)備えられたその現場-神様が備えられたその現場. 

3)備えられた人-神様が救うことに定められたその人、これを-使徒13:48,使徒16:15(家),ローマ16章

(産業) 

▲これを回復しておいて10の改革をもう一度見なさい。 

①福音改革がまさにいのち回復 ,②みことば改革がいのちを味わうこと, ③祈り改革がいのち運

動, ④教会改革の基準が神様の力で ,⑤礼拝改革の基準が最高の価値ある行為だ。6日間答え

を確認しなければならないその日、⑥この時から職分改革が出てくる-Iペテロ2:9 ⑦この時から

伝道改革が出てくる。WITH,神様が私とともに ⑧この時から宣教改革-霊的解放だ。⑨この時か

ら産業改革-メイソン(Mason)戦争 ⑩この時から献身改革-神様が最もお望みの所に,神様が最も

希望されることに私が用いられるのだ。 

＊結論 

1)みことば-そのときにこそ、神様のみことばが生きているみことばとして働く。 

2)奇跡-このときから、聖書に起きた奇跡と答えが奇跡でないという事実を知るようになる。みなさ

んに驚くことが行われる。 

3)ピリピ4:19,神様が私の必要なすべてを満たされた。 

▲みなさんがこれを回復しなければならない。それで、全世界にはやくこれを(序論-自分を抜け出

す7つ)生かしに行かなければならない。 

＊序論 

▲使徒2:41-42,最も必要な革新を成し遂げる鍵だ。 

1)経済,文化,政治→ 世俗教会 

▲文化,政治、特に経済の部分を教会が直接すればどうなるのか。それではとても世俗教会になっ

てしまう。 

2)それでは、こういう部分を全くしなければ、またどうなるのか。全く世俗に勝てない無能教会とな

る。 

3)聖書→ 重職者,レムナント運動,産業宣教→ 弟子訓練 

▲それで、私たちは聖書に戻らなければならない。それで神様が重職者をたてたのだ。みなさん

がこの祝福を受けて,レムナント運動をするのだ。それで、私たちが今産業宣教をおいてメッセー

ジを継続する理由も、これのためにするのだ。これを私たちは弟子訓練という。福音の中でこう

いう人々をたくさん育てようというのだ。 

▲みなさんがこれをするために、どんな力なのか 

1.私を革新させる力である必要-基準はサミットなること 

1)聖霊内住(確信)、聖霊導き(道,方向)、聖霊の満たし(サミット) 

2)レムナント7人、捕虜、初代教会がそうだった(聖霊の満たし). 

▲今日から私を革新させなさい。サミットになるように。 

3)このとき、10の革新が回復する。これは付いてくるのだ。 

▲①祈り革新-霊力 ②考え革新-知力。遠い未来を見るのだ。③規律革新-体力 ④献金革新-経

済力。神様がみなさんに専門性をくださるだろう。⑤人材力革新-人材。これが弟子。⑥いやし革

新-理由を分からなければならない。精神病時代がくるから･･･いやしの証人⑦文化革新-誰もで

きないその暗やみから解放させることが文化革新だ。ここで 3 つのことが付いてくるのだ。⑧地

教会革新-地教会らしい地教会をしなさい。当然のこと、必要なこと、絶対的なことをしなさい。⑨

神殿建築-すべての地域の文化を革新する驚くべき方法.。偶像を防ぐ革新だ。⑩RUTC-メディア

時代に次世代を生かす革新だ。 

2.12の災いの流れを防がなければならない。 

1)霊性運動(創世記3章)-児童、青少年いやし室. 

2)ネフィリム時代(創世記6章)-とても高級化させた何かを作りなさい。 

3)専門家訓練(創世記11章)-専門性と専門家訓練させる答え 

4)占い(使徒13章)-未来に答えを与えるところを作りなさい。 

5)相談所(使徒16章)-使徒16章、ここに答えをあたえる相談所. 

6)高級いやし室(使徒19章)-使徒19章、偶像-高級いやし室を作りなさい。 

7)ヨハネ8:44,災い-答を与えなさい. 

8)偶像と宗教 

9)精神病-使徒11:28 

10)使徒8:4-8,不治の病-彼らを確かにいやす答えを与えなさい 

11)特にこれから子どもと青少年問題. 

12)最後の対応(地獄,天国,死)-最後を備えるプログラムを作りなさい(ex:葬式文化). 

3.大きい答えがくれば時代の隠れた流れをしなさい。 

1)幕屋運動-目的は根本を解決する幕屋運動だ。 

2)神殿運動-偶像に勝つ道がこの道しかない。 

3)聖なる公同の教会-すべての地域を生かす聖なる公同の教会運動を行いなさい。みなさんが立

ち上がって未自立教会も生かしなさい。宣教地域も同じ私の教会だ。これが公同の教会運動だ。 

＊結論-再創造(Ⅱコリント5:17) 

▲私たちは成功が目標ではない。神様はみなさんに再創造の祝福をくださるだろう。Ⅱコリント

5:17. 

1)健康- 24時幸せを味わう祈り 

2)物質-物質にも神様は再創造の祝福をくださるだろう。 

3)教会(仕事)-教会と仕事にも神様は再創造の祝福をくださるだろう。 

▲今日からみなさんの健康も、仕事と、,教会も驚くべきサミット運動が始まることをイエス様の御名

で祈ります。 

 

 


